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令和７年１月号（第３７４号） 

令和７年 年頭挨拶 
 

           理事長  漆 間 中 郎 
新年あけましておめでとうございます。 
皆様におかれましては、健やかに初春をお迎えのこととお慶び申し

上げます。旧年中は緑寿会の各事業に格別のご愛顧、ご支援を賜り、

誠にありがとうございました。 
さて、昨年はパリオリンピック・パラリンピックの開催、大谷翔平

選手の米メジャーリーグでの大活躍、大の里関の大関昇進など、スポ

ーツ界を中心に明るい話題が多くありました。 
しかし、残念ながら私たちの心に一番残る出来事は、１月、９月の

能登半島地震と予期せぬ水害ではなかったでしょうか。大きな被害を

受け、いまだ避難生活を余儀なくされている方々が多くおられること

に心が痛むとともに、少しでも早く復興の道筋が開け、希望の光が輝くことを祈るばかりで

あります。 
今回の災害は、万一の発生時には、現実に即応し、かつ素早い対応が必要なことを教えて

くれました。わたくしたち緑寿会は、昨年、ＢＣＰ（事業継続計画）を策定し、自然災害や

新型コロナウイルスを始めとした感染症が発生した際にも施設運営を続けていくためのマ

ニュアルを整えましたが、引き続き不断の話し合いによるマニュアルの見直しや訓練を積み

重ねているところです。 
私たち緑寿会は、 
「敬」 人をうやまい謹んで事にあたること 
「愛」 親子兄弟のようにすべて生あるものいつくしみ合うこと 
「信」 うそ偽りなく誠実であること 
を「緑寿会の心」に掲げ、職員倫理の拠りどころとして、今後とも地域の福祉拠点として、

利用者ご家族の皆様の生活を支えていくべく努めてまいりま

す。 
コロナ禍もようやく落ち着き、社会経済情勢は活発になっ

てまいりました。本年が皆さまにとりまして躍動的で笑顔の

あふれる年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。 
 
 
 

 

http://koshinosou.e-294.net


新年あけ～中村地区獅子舞保存会訪問～ 
１０月１７日（木）若栗地区中村獅子舞保存会の皆さんによる「秋の祭礼」がありました。 

かわいい子供たちの踊りや、勇敢な天狗の舞、そして軽快な笛や太鼓の音に合わせて獅子舞

いが披露されると、曲に合わせて手拍子をたたき、踊りも見て楽しまれ

ました。最後に子供たちと握手をし、「た

くさん来てくれてにぎやかで楽しかっ

た」「また来年も来て欲しいね」と大変、

喜ばれました。 

 

 

 

～若栗保育所園児訪問～ 

１１月１３日（水）に若栗保育所園児の訪問がありました。園児たちは「わっしょい黒部」

を元気よく踊り、歌を１曲唄いました。 
久しぶりの園児たちの訪問に身を乗り出して手拍子をし、涙ぐみながら観覧されている方

もおられました。最後にプレゼント交換をし、リースの飾りを頂きました。正面玄関に飾っ

てあるのでご覧になって下さい。 
 

 

～災害時避難訓練～  第１位いただきました 

  

１１月に災害時避難訓練を行いました。

定期的に訓練を行い、迅速な行動がとれ

るよう防災意識を養っていきます。 

いい日、いい日 介護の日 in とやま 

 
 介護の日フェスティバル 
写真コンテスト 第１位 

 



～キャリア教育学習（たかせ小学校）～ 
たかせ小学校６年生のみなさんにキャリアプラン教育学習の講義をしてきました。特別養

護老人ホームとはどのようなことをしているのか、高齢者にはどの

ような人がいるのか、福祉用具とは何なのか。 
みなさん関心を持ってハキハキと意見を出し合い、いい反応が見れ

ました。これからの高齢化社会の未来に、福祉に興味を持ってもら

ういい機会になりました。この様な機会が増やせるように地域密着

を大事にしていきたいです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 

 
令和７年７月より越野荘だより「清流」を紙での配布を廃止

し、館内掲示・ホームページに変更致します。皆様、ご理解と

ご協力の程よろしくお願いします。 
 

～ 面会時の差し入れ（食品）について ～ 
利用者、家族の要望があり１月から緩和する事となりました。持参可能な物や注意事項等

があります。事前に生活相談員までにご連絡をお願いします。詳細について正面玄関にも記

載がございます。 
 

 
ボランティア 

前田富美子、堀川淑子、 

海老原ひさ子 （敬称略） 

 いつもありがとうございます。 

心より御礼申し上げます。 

寄付・寄贈 
富山新聞販売(株)黒部センター、 

吉沢工業(株)、花と緑の銀行黒部支店

富山県善意銀行、布施邦彦（敬称略） 

褥瘡予防委員会の取り組み 【 褥
じょく

瘡
そう

とは何か、どういった原因で起こるか、覚えていますか？】 

褥瘡（床ずれ）とは、体重で圧迫されている場所の血流が滞る事で、皮膚の一部が赤くただれたり、傷が出来る事です。 

 

 

 

 〔 褥瘡が出来る原因は？ 〕 

●長時間にわたる同じ姿勢●摩擦による皮膚への強い負荷●不衛生な皮膚状態●少ない食事量、栄養低下 

〔 具体的な施設での取り組みは？ 〕 

●こまめな体位交換・圧迫された箇所の除圧 

越野荘では新たなエアマットを多数導入！自動で体位交換を行う機能も活用しています。 

スライディングシート（体を滑らせて移動させる為のシート）等の福祉用具も使用し、摩擦の軽減に努めています。 

●褥瘡好発部位の臀部には 1 日 1 回以上おしり洗浄液を使用し皮膚を清潔に保つ・保護 

外部講師より洗浄液の効果・使用方法を学び、全職員に周知しています。 

その他、おむつ交換時の注意点等、褥瘡予防に繋がる内容の研修を定期的に受けています。 

●利用者に合わせた食事内容、食事介助 



浴槽のリニューアルが完成しました！ 

紅葉ドライブに♪車内の 

おしゃべりが楽しくって 

私たち、100 歳超えてるの。

色んな事があったわよねぇ。 

 

  

 

 

 デイサービスの浴室がリニューアルしました！ 

 

   
デイサービスの浴室が完成しました。冷暖房が完備され、冬は暖かいまま、

夏は爽快に入浴できます。個浴層やリフト浴もあり、個別に対応できるように

もなりました。気持ち良く入浴サービスを受けて頂けるよう、職員一同支援し

ていきたいと思います。 

 

 


